
  

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
        ハニ族の居住地域 
 

 
        調査地（Ｔ村）遠景 
 
 

 
          Ｔ村内観 
 

ハニ族とは？ 

中国西南部の雲南省、タイ、ベトナム、ラオ

ス、ミャンマーにまたがる山地に居住し、棚田

水稲耕作ないし焼畑耕作を生業としてきた

人々。中国の民族政策においてはハニ族（哈尼

族）とされるが、ベトナムを除く周辺の国では

一般にアカと呼称される。人口は中国内に約

160 万人、中国以外の東南アジア諸国に約 40 万

人とされる。チベット＝ビルマ語族に属するハ

ニ語を話すが、離れた地域の出身者同士では意

思の疎通が図れないほどに方言の差異が大き

い。中国では 1950 年代にローマ字を用いたハニ

語の表記法が考案されたが、普及率はゼロに近

い。 
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ハニ族のコメ作り―変化と継承 

 紅河南岸の山間部に散在する村落で暮らすハニ

族たちは、1980 年代からの市場経済化、2000 年以

降の観光開発など地域全体を巻き込む動きのもと、

日々の暮らしの大きな変化を経験してきた。そのよ

うななか、かつて地域で一般的だった在来種の赤米

栽培が著しく廃れ、代わってハイブリッド品種のコ

メの作付が広がっている。 

私がのべ 24 か月の住み込み調査を行ったＴ村で

は、手間のかからないハイブリッド米が導入された

ことによって農作業のリズムと方法が大きく変わ

っただけでなく、出稼ぎ労働が常態化するきっかけ

にもなっている。この村では、赤米栽培に関する多

くの知識が口承で伝えられる詩歌に唄われること

で共有されていたが、ハイブリッド米が一般化する

につれてそうした知識は徐々に顧みられなくなり

つつあり、代わって政府機関が提唱する「科学的」

な農法が浸透しつつある。 

とはいえ、赤米は祖先祭祀や賓客をもてなす宴席

で欠かすことのできないものとされているため、小

規模ながら栽培が続けられている。また、現在でも

ほとんどすべての作業が人の手と家畜によって行

われており、棚田を維持するための膨大な身体知も

失われてはいない。農耕サイクルの節目に村を挙げ

て催される儀礼についても、この地域の多くの村で

なお目にすることができる。 



 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
       
 
 

 
      
 
 

 
 
 
 
 
 
 

「伝統」を継承していくために 

 現在では、Ｔ村の若い世代の人たちは出稼ぎ

先と村を行き来する暮らしをしている。村での

生活は数多くの儀礼に彩られているが、「（村の）

ソトには、ハニ族のやり方を持っていかない」

との決まり文句があるように、街にいる間は年

中儀礼や祖先祭祀をほとんど行わない者が多

い。そうした状況を嘆き、「あと何十年かしたら、

ハニ族はいなくなってしまうかもしれない」と

こぼす村人もいる。また、街で出稼ぎを続ける

若者のなかにも、本当は故郷で家族と一緒に暮

らしたいという人も少なくはない。 

人々の往来がますます頻繁になるなかで、村

落での共同生活を基盤として継承されてきた多

くの知識や実践が行き場を失いつつあることは

確かだと感じる。しかしながら、将来受け継い

でいくべき「伝統」や価値がどのようなものな

のか、それはハニ族自身が暮らしのなかで選び

とっていくはずのものであり、部外者が口をは

さむことではないだろう。Ｔ村で過ごした二年

間のあいだ、私はこうした葛藤を常に覚えてい

た。そこで雲南での「論文を書くため」の調査が

ひと段落したのちは、学問とは少し離れたとこ

ろで、「ハニ族のやり方」を次の世代までつない

でいくための試みを始めている。 

 その基本的な発想は、出稼ぎに過度に頼らず、

かつ村落周辺の自然環境を大きく変えることな

く経済的に家計が自立できる方法を、Ｔ村の人

たちと一緒に考えていくというものである。お

りしも 2013 年に「紅河ハニ棚田群の文化的景

観」が世界遺産に登録されたことから、ハニ族

は印象的な棚田風景とともに広く知られるよう

になっている。こうした時勢を追い風とし、ハ

ニ族の「伝統的」な農法で育てた赤米を使って

付加価値の高い商品を開発できないものか、目

下試行錯誤を続けているところである。 

 



 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

同じものを見ることの難しさと大切さ 

 世界遺産登録が決まったとき、私はそのニュ

ースをＴ村の人たちに伝えようとしたが、「伝

統」「文化」「環境」「保護」など、生活実感から

離れた概念に相当するハニ語がないことに気づ

いて困り果ててしまった。結局その場では、長

い議論の末に「祖先の水田がきれいだ、ハニの

やり方がよいと、ソトの外国人がそのように言

っている」というような世界遺産をめぐる共通

認識が出来上がった。  

ここから分かるのは、近年中国でも法的整備

が進みつつある無形文化遺産（中国語では非物

質文化遺産）保護の文脈で「ハニ族の伝統を保

護する」ことと、たとえばハニ族が「ハニ族のや

り方を（子供などに）教える」ことのあいだに

は、実はかなり大きな隔たりがあるということ

である。ハニ族の日常的な会話のなかでは「世

界遺産」が異質な言葉になってしまうのと同じ

ように、ハニ族が価値を認める「やり方」がどの

ようなものなのかをわれわれが理解すること

は、想像以上に難しいことなのである。 

ハニ族の「伝統」を紹介する観光用のパンフ

レットや学術論文は、あくまで読み手である（ほ

とんどの場合はハニ族ではない）旅行客や学者

が理解しやすい観点から書かれるのであって、

かならずしもハニ族自身の見方がそこに反映さ

れているわけではない。しかし、Ｔ村の人たち

と協働しながら将来を見据えたプロジェクトを

進めていくとなれば、善意の押し売りにならな

いためにも、できる限り現地の考え方に沿った

発想を基礎に置くべきであろう。そのためには、

私たちが村の人たちに学ぶ姿勢を保ち続け、で

きることを一歩ずつ進めていくことが肝要だと

考える。 

電話一本で簡単に国境を越えるコミュニケー

ションがとれる今日の世界にあって、開発にせ

よ研究にせよ、する側／される側の非対称性は

時代遅れのものになっていくはずである。「同じ

ものを見る」ための方法が、いま問われている。 


